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砺波市庁舎整備事業　各種団体アンケート 資料２

アンケート集計結果（2023.11月時点）
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Q12　新庁舎の建設にあたり、自由なご意見やご提案をお聞かせください。

◆位置に関すること

場所は、チューリップ公園や文化会館、美術館のエリアで。少子高齢化が進み、人口も税収も減少
すると思われます。コンパクトでいろいろな機会に利用しやすい機能を持った庁舎を要望します。

「チューリップ公園周辺が良い」という意見：ほか２４件

現在地が良いと思います。理由としては、一番早く着工できることです。地震による被害が最近よく
見られます。一刻も早く建て直し、安全を確保することが一番大切かと思います。

「現在地が良い」という意見：ほか３件

場所はアクセスの良い場所がよい。工期はなるべく短い方が価格のずれが少なく、予算が少なくて
すむのではないか。

「アクセスが良い場所が良い」という意見：ほか１３件

市全体のゾーニングを整理し、まちづくりを考えるべき。拠点となるところ。

「まちづくり、拠点」という意見：ほか１件

◆災害対応について

地震による被害が最近よく見られます。一刻も早く建て直し、安全を確保することが一番大切かと
思います。

「現庁舎での災害対応が難しいため、早急な対応を」という意見：ほか５件

とにかく、災害時に効果が発揮できる施設にしてください。

「防災対応の充実を（浸水対策等）」という意見：ほか６件

◆コストに関すること

将来、子どもの負担にならない金額や大きさにしてほしいです。市が管理、所有している他の施設
も、今後、建替や廃止などがあると思うので、庁舎と併せられものなら併せていって、総合的にお
金の掛からないようにしてほしいです。

「将来の負担とならないようコンパクトに」という意見：ほか５件

借入金を極力少なくする事に努めて下さい

「様々な財源確保により対応を」という意見：ほか６件

建設費高騰のため、見直しも必要、利息も上がるかもしれません。

「建設費高騰への対応を」という意見：ほか１件

現有施設も活用し、必ずしも全ての機能が新庁舎にある必要がなくコンパクトにして機能は残す。

「分散型が良い」という意見：ほか１件

建設費の内の基金がすくない、自主財源の割合を高くすべき。

◆組織に関すること

現在、社会福祉課、社会福祉協議会、高齢介護課、こども課等、窓口がバラバラで不便である。不
便さで足が向かない因とするなら、この機会に福祉行政が一本化、ワンフロア化することが望まれ
る。

「福祉部門の組織検討を」という意見：ほか２件

コンパクトに課を編成し、財団施設も含めてはどうか。

「コンパクトな組織体制を」という意見：ほか１件
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◆ＤＸ、ＩＴ化に関すること

ＤＸが進むことを期待します。来庁の必要が減れば、市民のアクセスの良さを考える必要もないの
では。災害に強く、経済的な建物であることを強く望みます。

「市民も職員も効率化を」という意見：ほか４件

オンライン化とペーパーレス化は、庁舎整備とどうつながるのか？個人的には関係ない事案と考
える。

「庁舎整備とは無縁」という意見：ほか２件

◆その他

現在の建物は暗いイメージがあるため、明るいものが良い。

「明るく開かれた庁舎を」という意見：ほか３件

自分の行きたい各課の場所の把握、回りやすさ。

「分かりやすい配置の庁舎を」という意見：ほか１件

庁舎だけでなく、市民のスペース、公園やスポーツ施設、学生も集まるような庁舎。

「市民スペースを」という意見：ほか２件

年寄りの意見も大切ですが、若者の将来に向けての考えが大切だと感じています。

「様々な方々の意見を（障がい者、高齢者、こども等）」という意見：ほか４件

工期中の利便性も考慮すべきだと思う。

「建設中の対応も考慮すべき」という意見：ほか１件

庁舎整備と同時に城端線の活性化に伴う新庁舎推進に新駅などインフラ等その他の整備などの
計画を同時進行することは？

「将来への対応も考慮すべき（交通・合併）」という意見：ほか６件

ランドマークとして親しまれるよう考えてほしい。

「様々な機能をもち、良い施設を、コンベンションホール併設、家賃収入」という意見：ほか６件

ＰＦＩ方式でもよいのではないか。

◆分類外

R156号より西側が浸水災害が少しでも低い。

借地はしないこと。

庄川支所はどうするのか。基本的な考え方で説明する必要があるのではないか。

窓口を増やすと待ちが少なくなると思われます。駐車場の間隔が狭いので、ドアバン、ぶつけられ
るリスクを減らしたら助かります。

全体に場所が狭い。

外観を重視せず、耐震等機能的であること
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